
国
民
健
康
保
険
税

年
間
６
万
７
千
円
の
値
上
げ

所
得
割
を
１
・
５
３
％
、
被
保

険
者
均
等
割
額
を
８
７
０
０
円
、

世
帯
別
平
等
割
額
を
１
６
０
０
円

と
大
幅
な
値
上
げ
で
す
。
所
得
２

０
０
万
円
４
人
世
帯
で
年
間
６
万

７
千
円
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料

年
間
４
万
７
千
円
の
値
上
げ

標
準
と
な
る
第
５
段
階
は
、
年

３
千
円
の
負
担
増
、
第
１
５
段
階

で
は
４
万
７
千
円
の
負
担
増
に
な

り
ま
す
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
一
般

質
問
で
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
、
国
・
県
・
市
の
補
助
を
拡
大

し
、
国
民
健
康
保
険
税
の
抜
本
的

引
き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。
介
護

保
険
料
は
、
５
億
円
を
超
え
る
準

備
基
金
全
部
を
活
用
し
、
引
き
下

げ
を
求
め
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

年
間
４
０
４
０
円
値
上
げ

主
に
７
５
歳
以
上
の
高
齢
者
が

加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
は
、
所
得
割
率
が
１
．

５
６
％
、
被
保
険
者
均
等
割
額
が

年
間
４
０
４
０
円
に
値
上
げ
さ
れ
、

負
担
増
に
な
り
ま
す
。

水
道
料
金

県
内
１
位
２
位
に

（
八
開
地
区
・
佐
織
地
区
）

４
月
か
ら
八
開
地
区
・
佐
織
地

区
の
水
道
料
金
が
値
上
げ
。

現
在
で
も
愛
知
県
内
で
高
い
料

金
で
す
が
、
改
定
後
に
は
、
使
用

水
量
２
０
㎥
で
県
内
１
位
（
八
開

地
区
）
、
２
位
（
佐
織
地
区
）
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
物
価
対
策
で
行
わ

れ
た
基
本
料
金
の
免
除
も
４
月
か

ら
な
く
な
り
ま
す
。
市
民
の
暮
ら

し
に
大
き
な
打
撃
と
な
り
ま
す
。

佐
屋
地
区
・
立
田
地
区
の

汚
水
処
理
使
用
料

令
和
７
年
４
月
か
ら
値
上
げ

佐
屋
地
区
・
立
田
地
区
の
農
業

集
落
排
水
や
、
永
和
台
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
は
、
公
共
下
水

料
金
並
み
に
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。

立
田
地
区
、
八
開
地
区
の
維
持

管
理
分
担
金
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
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日本共産党
愛西市委員会

愛西市４月から値上げラッシュ！！

日本共産党市議団は、値上げ案に反対

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
や
高
齢

者
見
守
り
事
業
の
有
料
化

今
ま
で
無
料
だ
っ
た
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

が
有
料
化
さ
れ
、
年
間
６
０
０
０

円
の
利
用
料
金
が
か
か
る
よ
う
に

な
り
ま
す

ま
た
、
冷
蔵
庫
の
開
閉
か
ら
在

宅
状
況
を
把
握
し
、
通
報
す
る
高

齢
者
見
守
り
事
業
も
、
年
間
６
０

０
０
円
の
利
用
料
が
必
要
で
す
。

反対の声を無視して進める
学校統廃合に反対

愛西市は 愛西市立小中学

校適正規模等並びに老朽化対

策基本計画【第Ⅰ期：令和6

年度～令和13年度】を決定しました。

市民からの意見募集は、過去最高となる136件の意見

が集まりました。その多くが見直しを求める意見でした。

日本共産党は住民の納得のいく合意形成を丁寧に行う

べきだと考え、拙速な学校の統廃合に反対します。

議会は立田地区の陳情を無視

日本共産党市議団は、昨年、立田地区から出された陳

情書（一旦計画を中止し、住民参加での再検討を求める

要求）を論議することに賛成しましたが、多くの議員の

反対で否決されました。議会は、住民の声を聞くべきで

す。教育委員会も、今後の準備委員会で検討するという

逃げ道で、住民の反対意見を封じました。住民が納得の

ないまま、学校関係者で統合の具体化を進めています。

永和中学校を追統合の記述は削除に

永和中学校は、追統合に反対するパブリックコメント

が多数出たという理由で追統合という記述は削除されま

した。立田・八開地区でも反対意見が多数出ていますか

ら一旦統合は中止すべきです。

地域の学校は地域で残す声を市政に届ける

統廃合を進めた市町では、学校がなくなる地域のコミュ

ニティが崩壊し、人口減少が進んでいます。

日本共産党市議団は、地域の学校をなくさないでの声

を市に届け続けます

３
月
の
市
議
会
は
、
令
和
６

年
度
の
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
道

の
駅
な
ど
に
総
額
48
億
円
大
型

投
資
を
す
る
一
方
で
、
市
民
生

活
が
大
変
な
と
き
に
国
保
税
値

上
げ
な
ど
住
民
に
負
担
を
押
し

付
け
る
の
は
認
め
ら
れ
な
い
と

予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

物
価
対
策
で
基
本
料
金
無

料
化
で
本
当
に
助
か
っ
て

い
た
の
に
、
廃
止
に
な
り
、

値
上
げ
も
さ
れ
て
は
、
や
っ

て
い
け
ま
せ
ん
。
何
と
か

し
て
。

草
平
町
・
女
性

国
民
健
康
保
険
税

年
間
６
万
７
千
円
の
値
上
げ

所
得
割
を
１
・
５
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、
被
保

険
者
均
等
割
額
を
８
７
０
０
円
、

世
帯
別
平
等
割
額
を
１
６
０
０
円

と
大
幅
な
値
上
げ
で
す
。
所
得
２
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０
万
円
４
人
世
帯
で
年
間
６
万

７
千
円
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料

年
間
４
万
７
千
円
の
値
上
げ

標
準
と
な
る
第
５
段
階
は
、
年

３
千
円
の
負
担
増
、
第
１
５
段
階

で
は
４
万
７
千
円
の
負
担
増
に
な

り
ま
す
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
一
般

質
問
で
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
、
国
・
県
・
市
の
補
助
を
拡
大

し
、
国
民
健
康
保
険
税
の
抜
本
的

引
き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。
介
護

保
険
料
は
、
５
億
円
を
超
え
る
準

備
基
金
全
部
を
活
用
し
、
引
き
下

げ
を
求
め
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

年
間
４
０
４
０
円
値
上
げ

主
に
７
５
歳
以
上
の
高
齢
者
が

加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
は
、
所
得
割
率
が
１
．

５
６
％
、
被
保
険
者
均
等
割
額
が

年
間
４
０
４
０
円
に
値
上
げ
さ
れ
、

負
担
増
に
な
り
ま
す
。

水
道
料
金

県
内
１
位
２
位
に

（
八
開
地
区
・
佐
織
地
区
）

４
月
か
ら
八
開
地
区
・
佐
織
地

区
の
水
道
料
金
が
値
上
げ
。

現
在
で
も
愛
知
県
内
で
高
い
料

金
で
す
が
、
改
定
後
に
は
、
使
用

水
量
２
０
㎥
で
県
内
１
位
（
八
開

地
区
）
、
２
位
（
佐
織
地
区
）
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
物
価
対
策
で
行
わ

れ
た
基
本
料
金
の
免
除
も
４
月
か

ら
な
く
な
り
ま
す
。
市
民
の
暮
ら

し
に
大
き
な
打
撃
と
な
り
ま
す
。

佐
屋
地
区
・
立
田
地
区
の

汚
水
処
理
使
用
料

令
和
７
年
４
月
か
ら
値
上
げ

佐
屋
地
区
・
立
田
地
区
の
農
業

集
落
排
水
や
、
永
和
台
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
は
、
公
共
下
水

料
金
並
み
に
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。

立
田
地
区
、
八
開
地
区
の
維
持

管
理
分
担
金
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
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日本共産党
愛西市委員会

愛西市４月から値上げラッシュ！！

日本共産党市議団は、値上げ案に反対

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
や
高
齢

者
見
守
り
事
業
の
有
料
化

今
ま
で
無
料
だ
っ
た
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

が
有
料
化
さ
れ
、
年
間
６
０
０
０

円
の
利
用
料
金
が
か
か
る
よ
う
に

な
り
ま
す

ま
た
、
冷
蔵
庫
の
開
閉
か
ら
在

宅
状
況
を
把
握
し
、
通
報
す
る
高

齢
者
見
守
り
事
業
も
、
年
間
６
０

０
０
円
の
利
用
料
が
必
要
で
す
。

反対の声を無視して進める
学校統廃合に反対

愛西市は 愛西市立小中学

校適正規模等並びに老朽化対

策基本計画【第Ⅰ期：令和6

年度～令和13年度】を決定しました。

市民からの意見募集は、過去最高となる136件の意見

が集まりました。その多くが見直しを求める意見でした。

日本共産党は住民の納得のいく合意形成を丁寧に行う

べきだと考え、拙速な学校の統廃合に反対します。

議会は立田地区の陳情を無視

日本共産党市議団は、昨年、立田地区から出された陳

情書（一旦計画を中止し、住民参加での再検討を求める

要求）を論議することに賛成しましたが、多くの議員の

反対で否決されました。議会は、住民の声を聞くべきで

す。教育委員会も、今後の準備委員会で検討するという

逃げ道で、住民の反対意見を封じました。住民が納得の

ないまま、学校関係者で統合の具体化を進めています。

永和中学校を追統合の記述は削除に

永和中学校は、追統合に反対するパブリックコメント

が多数出たという理由で追統合という記述は削除されま

した。立田・八開地区でも反対意見が多数出ていますか

ら一旦統合は中止すべきです。

地域の学校は地域で残す声を市政に届ける

統廃合を進めた市町では、学校がなくなる地域のコミュ

ニティが崩壊し、人口減少が進んでいます。

日本共産党市議団は、地域の学校をなくさないでの声

を市に届け続けます

３
月
の
市
議
会
は
、
令
和
６

年
度
の
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
道

の
駅
な
ど
に
総
額
48
億
円
大
型

投
資
を
す
る
一
方
で
、
市
民
生

活
が
大
変
な
と
き
に
国
保
税
値

上
げ
な
ど
住
民
に
負
担
を
押
し

付
け
る
の
は
認
め
ら
れ
な
い
と

予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

物
価
対
策
で
基
本
料
金
無

料
化
で
本
当
に
助
か
っ
て

い
た
の
に
、
廃
止
に
な
り
、

値
上
げ
も
さ
れ
て
は
、
や
っ

て
い
け
ま
せ
ん
。
何
と
か

し
て
。

草
平
町
・
女
性



河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
佐
屋

駅
前
の
整
備
に
つ
い
て
、
「
地
域

住
民
と
の
協
議
を
重
ね
て
い
る
佐

屋
駅
前
整
備
基
本
構
想
と
令
和
５

年
度
に
進
め
て
き
た
基
本
計
画
の

内
容
」
を
確
認
し
ま
し
た
。

基
本
構
想
で
は
、
佐
屋
駅
周
辺

の
将
来
像
と
本
事
業
の
基
本
的
な

方
針
を
定
め
、
誰
も
が
安
全
・
安

心
に
利
用
で
き
る
駅

前
広
場
の
整
備
を
目

指
す
と
答
弁
。

①
西
側
駅
前
広
場
で

は
巡
回
バ
ス
、
一
般

送
迎
車
の
乗
降
所
を

備
え
た
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
の
設
置
、

②
歩
行
者
用
通
路
等

の
配
置
、

③
東
側
駅
前
広
場
で

は
駐
輪
場
の
確
保
、

ロ
ー
タ
リ
ー
等
多
様

な
用
途
に
利
用
可
能

な
空
間
を
配
置
、

④
駅
前
広
場
に
よ
り

発
生
す
る
行
き
止
ま

り
の
解
消
や
、
北
側

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性

向
上
に
よ
る
駅
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上

を
行
う
と
答
弁
。

ま
た
、
基
本
計
画
で
は
、
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
の
形
状
や
駐
輪
場
の

配
置
な
ど
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、

概
算
工
事
費
、
用
地
買
収
費
な
ど

の
算
出
や
費
用
便
益
の
分
析
を
し

て
い
る
と
答
弁
。
佐
屋
駅
前
整
備

の
詳
細
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
ま
し
た
。

災
害
用
備
蓄
食
料

現
状
の
想
定
で
は
不
十
分

市
の
非
常
備
蓄
食
料
（
主
食
）

は
、
３
６
７
０
０
食
で
す
。
市
は

避
難
所
避
難
者
想
定
９
０
０
０
人

の
う
ち
家
庭
備
蓄
を
し
て
い
な
い

５
４
０
０
人
を
１
日
２
食
で
３
日

間
を
賄
え
る
と
し
て
い
ま
す
。
あ

ま
市
は
、
ア
ル
フ
ァ
米
だ
け
で
も

６
８
０
０
０
食
あ
り
ま
す
。

ま
の
議
員
は
、
「
自
宅
倒
壊
な

ど
で
家
庭
備
蓄
を
使
え
な
い
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
備
蓄
量
と

し
て
少
な
す
ぎ
る
」
と
も
っ
と
増

や
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

高
齢
者
避
難
支
援
の
改
善
を

愛
西
市
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

難
病
患
者
な
ど
を
対
象
に
「
要
支

援
者
台
帳
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
会
と
の
情
報
共
有
に
同

意
し
た
方
は
、
希
望
す
る
自
主
防

災
会
に
名
簿
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

そ
の
名
簿
を
も
と
に
声
掛
け
や
避

難
訓
練
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
の
議
員
は
、
「
対
象
で
な
い

高
齢
者
で
も
夫
婦
で
避
難
に
困
難

な
方
も
い
る
」
と
高
齢
者
世
帯
も

名
簿
に
入
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
、
例
え
ば
夫

婦
と
も
要
介
護
度
１
か
２
な
ど
、

必
要
と
判
断
す
れ
ば
名
簿
の
対
象

と
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

地
域
の
状
況
に
応
じ
た

緊
急
避
難
場
所
の
設
置
を

①
津
島
北
高
校

ま
の
議
員
は
、
町
方
地
区
は
高

い
建
物
が
な
く
、
津
波
避
難
な
ど

が
で
き
る
よ
う
津
島
北
高
校
を
緊

急
避
難
場
所
に
す
る
よ
う
求
め
て

き
ま
し
た
。

ま
の
議
員
は
、
津
波
・
浸
水
時

の
た
め
に
高
い
建
物
が
必
要
で
県

と
協
議
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、

部
長
は
、
被
害
予
測
で
は
、
こ
の

地
域
は
浸
水
し
な
い
と
否
定
し
ま

し
た
。

②
佐
屋
北
保
育
園

佐
屋
北
保
育
園
が
閉
園
し
ま
し

た
が
、
市
は
指
定
緊
急
避
難
場
所
、

避
難
所
と
し
て
は
解
除
し
て
い
な

い
と
答
弁
。

ま
の
議
員
の
地
元
の
人
が
入
れ

る
よ
う
鍵
を
町
内
に
預
け
て
は
と

の
質
問
に
は
、
預
け
る
考
え
は
な

い
と
否
定
し
ま
し
た
。

第79号 愛西民報 2024年5,6月

日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問

市民の声をとどけて実現しました
日本共産党愛西市議団が、市民の皆さんと一緒に署名をあつめ、市に求めてきた要望が、令和６年度の予算で実現しました。

□子ども医療費の無料化（継続）
子ども医療費は、18才年度末まで窓口で無料にです。

□中学校給食費の無償化
中学校の学校給食費が無償化されます。小学校は教育費の負担が少ないから

という理由で行いません。党市議団は、小学校の給食無償化を引き続き求めていきます。

□中学校体育館へスポットエアコンの設置
中学校体育館は、部活動で使う時間が多いとの理由から、熱中症対策としてスポットエアコンを設置します。

党市議団は、災害時避難所対策として、小学校体育館への設置も求めていきます。

□高齢者福祉タクシー 買い物などにも利用可能に
高齢者の福祉タクシーは、利用目的の制限がなくなります。

対象は、65歳以上は、要介護認定者、免許証を持っていないなど運転できない方が対象となります。80歳以上は、これまで
通りすべての方が対象となります

災
害
時
に
市
民
が

安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に

まの和久議員

安
全
で
利
用
し
や
す
い

佐
屋
駅
前
整
備
を
求
め
る

河合かっぺい議員

政
務
活
動
費
の
導
入

政
務
活
動
費
を
導
入
し
ま
す
。

議
員
一
人
年
間
上
限
２
０
４
０
０

０
円
に
な
り
ま
す
。
使
途
の
明
確

化
、
議
会
活
性
化
を
求
め
て
賛
成

し
ま
し
た
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
佐
屋

駅
前
の
整
備
に
つ
い
て
、
「
地
域

住
民
と
の
協
議
を
重
ね
て
い
る
佐

屋
駅
前
整
備
基
本
構
想
と
令
和
５

年
度
に
進
め
て
き
た
基
本
計
画
の

内
容
」
を
確
認
し
ま
し
た
。

基
本
構
想
で
は
、
佐
屋
駅
周
辺

の
将
来
像
と
本
事
業
の
基
本
的
な

方
針
を
定
め
、
誰
も
が
安
全
・
安

心
に
利
用
で
き
る
駅

前
広
場
の
整
備
を
目

指
す
と
答
弁
。

①
西
側
駅
前
広
場
で

は
巡
回
バ
ス
、
一
般

送
迎
車
の
乗
降
所
を

備
え
た
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
の
設
置
、

②
歩
行
者
用
通
路
等

の
配
置
、

③
東
側
駅
前
広
場
で

は
駐
輪
場
の
確
保
、

ロ
ー
タ
リ
ー
等
多
様

な
用
途
に
利
用
可
能

な
空
間
を
配
置
、

④
駅
前
広
場
に
よ
り

発
生
す
る
行
き
止
ま

り
の
解
消
や
、
北
側

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性

向
上
に
よ
る
駅
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上

を
行
う
と
答
弁
。

ま
た
、
基
本
計
画
で
は
、
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
の
形
状
や
駐
輪
場
の

配
置
な
ど
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、

概
算
工
事
費
、
用
地
買
収
費
な
ど

の
算
出
や
費
用
便
益
の
分
析
を
し

て
い
る
と
答
弁
。
佐
屋
駅
前
整
備

の
詳
細
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
ま
し
た
。

災
害
用
備
蓄
食
料

現
状
の
想
定
で
は
不
十
分

市
の
非
常
備
蓄
食
料
（
主
食
）

は
、
３
６
７
０
０
食
で
す
。
市
は

避
難
所
避
難
者
想
定
９
０
０
０
人

の
う
ち
家
庭
備
蓄
を
し
て
い
な
い

５
４
０
０
人
を
１
日
２
食
で
３
日

間
を
賄
え
る
と
し
て
い
ま
す
。
あ

ま
市
は
、
ア
ル
フ
ァ
米
だ
け
で
も

６
８
０
０
０
食
あ
り
ま
す
。

ま
の
議
員
は
、
「
自
宅
倒
壊
な

ど
で
家
庭
備
蓄
を
使
え
な
い
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
備
蓄
量
と

し
て
少
な
す
ぎ
る
」
と
も
っ
と
増

や
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

高
齢
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避
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支
援
の
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善
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愛
西
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は
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高
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者
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障
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者
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難
病
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な
ど
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対
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「
要
支

援
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台
帳
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し
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ま
す
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政
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費
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導
入
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議
員
一
人
年
間
上
限
２
０
４
０
０
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に
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す
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途
の
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、
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会
活
性
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を
求
め
て
賛
成

し
ま
し
た
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